＜論文要旨＞
伝統産業におけるイノベーションを起こす企業家精神
―日本酒における塩川酒造の事例研究―
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　本研究では、わが国伝統産業を代表するものであり、各地域で「地酒」と呼ばれる日本酒をつくる伝統的な酒蔵におけるイノベーションについて考察した。日本酒の国内出荷量は、ピーク時には170万㎘を超えていたが他のアルコール飲料との競合などにより、現在は60万㎘を割り込む水準まで減少し大変厳しい状況にある 。
　本研究の目的は地域における伝統産業のイノベーションについて考察するための分析の枠組みを構築することである。具体的な方法は日本酒産業を取り上げ、酒蔵の丹念な事例分析を通じて、伝統産業を引き継いだ経営者がいかに成長し、イノベーションを導くのかについてそのプロセスを考察するというものである。
　文献レビューでは、日本酒業界を取り巻く「しがらみ」とそれを超えるための企業家精神として企業家的オリエンテーションと企業家の革新的思考様式について議論し、そこから「日本酒におけるイノベーションの分析枠組み」を構築した。
　事例分析は、新潟市西区内野地区の塩川酒造を対象におこなった。しがらみへのチャレンジによって新商品「Cowboy Yamahai」をはじめとしたイノベーションを生み、厳しい市場環境の日本酒業界にあって高い利益率を実現し、海外輸出率を上げてきたプロセスを考察している。そういった議論から、図のような「伝統産業のしがらみとアントレプレナーシップ」の関係性について議論するための分析の枠組みを仮説として提示している。
図：伝統産業におけるイノベーションを起こす企業家精神の分析枠組み
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　　　　　　　　　　　　　　出所：筆者作成
